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 2013-2014 年度 第 1557 回例会 

宇 都 宮 南 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 報 
 

会長：仲田俊夫  幹事：田口久雄  会報委員長：藤島 拓 

例会場及び例会日：ホテルニューイタヤ ≪水曜 12：30≫ 

事務所：宇都宮市大通り 2-4-6 ホテルニューイタヤ内 

TEL:028-635-5511（ホテルニューイタヤ）  

 

 

 

 

 

    司 会      田中正夫 S.A.A 

   

● ロータリーソング「奉仕の理想」 

 

    ビジター紹介   中野智之親睦・家族委員長 

   

● 小柳明雄 様（杉戸中央 RC）   

● 齋藤一郎 様（宇都宮 RC・地区ロータリー財団補助金小委員会 委員長・卓話者） 

 

    会長挨拶     仲田俊夫 会長 

 

     皆さんこんにちは。 

     小柳様、本日は当クラブの家族的な雰囲気をご堪能下さい。そして宇都宮 RC の齋藤様、本日

の卓話をよろしくお願い致します。 

     先日、大学の栃木県人同窓会が行われました。その名簿の上から 2 番目に私の名前がありま

した。私より上の方がいらっしゃるのにと思い、見直すと 1 番上には当クラブの山本敬三会員

44 年、その下に私の名前と 45 年とありました。同窓会で集まった中で、一番上が山本敬三さん

で次が私でした。そこで我々が一番年上であることを実感致しました。ですが、クラブの例会

に出席しますと私より年上の方が沢山いますし、菊池パスト会長は 75 歳を越えながらもはつら

つと第一線で仕事をされていらっしゃいます。やはり目的を持って仕事をされている方は若く

ていられると思いました。 

     昨日、ある会合で 4 月の予定を聞かれました。今年も残りわずかになり手帳を買わなければ

ならないと思いました。私は 1 月 5 日が誕生日ですので、お正月が来ると一つ年をとります。

菊池パスト会長や村上ガバナー補佐を見習い、皆様と一緒になり仕事もロータリー活動も元気

はつらつで頑張りたいと思います。皆様も頑張りましょう。 

 

 

 

11 月 第 3 例会 

2013 年 11月 20日(水)    会員数 45名 出席 39名 

TEL:028-635-5511


RID2550 UTSUNOMIYA SOUTH ROTARY CLUB 

 

 
 

    幹事報告      田口久雄 幹事 

 

   §100％財団の友クラブ賞と EREY(エレイ)クラブ賞を受賞致しました。表彰は次年度地区大会に於

いて行われます。 

   §2014 年度 RI 国際大会(シドニー)のご案内が届いております。 

   §ガバナー公式訪問の集合写真をレターBOX に配布致しました。 

   §ガバナー事務所より、次年度地区委員の推薦のご案内が届いております。立候補される方は幹

事までお申し出下さい。 

 

    スマイル BOX 委員会   菅野孝祠 委員 

 

§仲田俊夫会長 齋藤様、卓話よろしくお願い致します。 

§村上芳弘会員 今日の夜はインターアクトについての実行委員会が行われます。関委員長よろ

しくお願い致します。 

§小保方信聴会員 フィリピンの寄付をと思って来ましたが、国際奉仕でやるとの声もありまし

たので遠慮します。しかしこのような時こそスピーディーにやりたいものです。 

   §平澤照隆会員 本日は大変ご多用のところ、卓話よろしくお願い致します。 

   §田中正夫会員 11 月 6 日の夜から 10 日にかけて、神戸→広島→島根→鳥取→城崎と一人旅して

来ました。 

   §小林 裕会員 妻の誕生日に妻のような素敵な花をありがとうございました。 

   §青木克浩会員 快晴続きで気分も爽快です。 

   §藤島 拓会員 関委員長様、インターアクト設立実行委員会出席の FAX 遅くなってすみません

でした。よろしくお願い致します。 

   §中野智之会員 今日も元気でスマイルします。 

   §物井栄三郎会員 インターアクトで着用するＴシャツの注文を戴きました。元気のいい若者と

会うのが楽しみです。 

    

多くの会員の皆様にご協力戴きありがとうございました。 今週の金額  10,000 円 

 

    ロータリー財団・米山記念奨学会 特別寄付    

 

    ロータリー財団 寄付  合計 23,000 円   米山記念奨学会 寄付  合計 16,000 円 

     

    外部卓話 

 

    第 2550 地区 ロータリー財団補助金小委員会 

 

    委員長 齋藤一郎 様(宇都宮 RC)   

 

    「ロータリー財団補助金について」 
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ロータリー財団の「地区補助金」と「グローバル補助金」について 

（2013．11．20 宇都宮南RC卓話資料） 

1．地区補助金 

①クラブや地区が地元や海外の差し迫ったニーズに取り組むために利用するもので、地区に一括で支給 

される。 

②比較的小規模で短期のもの。 

③ロータリー財団の使命を支える地区やクラブの活動 

（人道的プロジェクト、奨学金、職業研修チーム等）に資金を配分。 

④財源は、DDF（地区財団活動資金）のみ。 

（地区は、3年前の年次基金寄付から生じたDDFの50％までを申請できる。） 

⑤地区補助金は2年間のプロセス 

（1年目は計画、2年目に実施、報告）。 

2．グローバル補助金 

①海外のクラブや地区と協力して使う。（活動実施国と援助国） 

②大規模（最低予算3万ドル）で、実施地の地域社会が主導し、その成果が持続可能かつ測定可能なもの。 

③ロータリーの「重点分野」（以下の6項目）の範囲内にある人道的プロジェクト、奨学金（大学院）、 

職業研修チームのために授与される。 

①平和と紛争予防／紛争解決 ②疾病予防と治療 ③水と衛生 

④母子の健康 ⑤基本的教育と識字率向上 ⑥経済と地域社会の発展 

④財源は、DDF（1万5千ドル以上）と現金とWFの組み合わせ。 

（WFからDDFに対して1：1、現金には、1：0．5が上乗せされる。） 

⑤実施国と援助国双方のクラブまたは地区が共同で提唱者となる。 

（随時申請→ロータリー財団の承認→実施→報告） 

3．「授与と受諾の条件」の「制約事項」について（注意すべき項目） 

①特定の受益者、団体、地域社会に対する継続的または過度の支援 

→補助金を継続的に支援しなければならないプロジェクトは不可。 

補助金終了後もプロジェクトが持続して独自に維持できること。 

②土地や建物の購入、建物の新築  →転売、商売につながる使用は不可。 

③他団体の運営費、管理費、間接プログラム経費 

→コピー機贈呈はよいが、コピー機リース費用、人件費は不可。 

④受益者や協力団体への使途無指定の現金寄付  →購入品指定は可。 

その他 計20項目の制約事項があるので注意する。 

（地区ロータリー財団補助金小委員長 齋藤一郎） 
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    プログラム 

 

 

月  日 時   間    内      容 

11 月 27 日(水) 12：30～13：30 
外部卓話：自衛隊地方本部長 

一等陸佐 小林勇様 

 

 

月  日 時   間    内      容 

12 月 4 日(水) 12：30～13：30 
クラブ年次総会 インターアクト・クラブ 

ホストについて 

12 月 11 日(水) 振替休会 
12 月 14 日(土) 

インターアクト・クラブ創立総会の為  

12 月 14 日(土) 

栃木県立宇都宮南高等学校 

AM10:00 集合 
インターアクト・クラブ設立総会 

12 月 18 日(水) 例会日変更 12 月 21 日(土)クリスマス家族会 

12 月 21 日(土) 18：30～20：30 クリスマス家族会 

12 月 25 日(水) 18：30～20：30  クラブフォーラム 忘年会 

 

出席報告  嶋田辰雄 委員 

 

会員数  45 名  前々回 11 月 6 日 

出席数  28 名   訂正率  97.56％ 

欠席数  17 名      

出席率 73.68％   

 

次回例会 

   

 外部卓話 

 自衛隊地方本部長一等陸佐 

小林 勇 様  


